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「兵

ひょう
衛
えの
志
さかん
殿
どの
御
ご
返
へん
事
じ
」

（三
さん

障
しょう

四
し ま

魔の事
こと

）

　し
潮

おのひ
干

るとみ
満

つと、月
つき

の

出
い

ずるとい
入

ると、夏
なつ

と秋
あき

と、

冬
ふゆ

と春
はる

とのさ
境

かいには、必
かなら

ず

相
そう

違
い

することあり。凡
ぼん

夫
ぷ

の仏
ほとけ

になる、またかくのごとし。

必
かなら

ず三
さん

障
しょう

四
し ま

魔と申
もう

す障
さわ

りい
出

で

きたれば、賢
けんじゃ

者はよろこび愚
ぐ

者
しゃ

は退
しりぞ

く、これなり。

　　（御書新版１４８８ページ・御書全集１０９１ページ）

　潮
しお
が干

ひ
る時と満

み
ちる時、月の出

る時と入る時、夏と秋、冬と春と
いう変わり目には、必ずそれまで
と異
こと
なることがある。

　凡
ぼん
夫
ぷ
が仏になる時も、また同じ

である。必ず三
さん
障
しょう
四
し ま
魔という障

しょう
害
がい

が現れるので、賢
けんじゃ
者は喜び、愚

ぐ
者
しゃ

は退
しりぞ
くというのはこのことであ

る。

大変な時こそレベルアップできる！

　みなさんこんにちは、サンです！　今月も楽し
く御書を学んでいこう！
　今回学ぶ「兵

ひょう
衛
えの
志
さかん
殿
どの
御
ご
返
へん
事
じ
」は１２７７年（建

治３年）１１月２０日、日蓮大聖人が身
み
延
のぶ
で著
あらわ
さ

れ、武
むさしのくに
蔵国・池上（東京都大田区）に住む池上兄

弟の弟・宗
むねなが
長（兵衛志）に送られたお手紙です。

　信心に励
はげ
んでいた池上兄弟は、大聖人と敵対し

ていた極
ごくらく
楽寺

じ
良
りょう
観
かん
を信

しんぽう
奉する父に法華経の信

しんこう
仰を

反対されていました。それが原因で、兄の宗
むねなか
仲が

勘
かんどう
当（親子関係を切られること）されます。それ

は、法華経の信仰を捨
す
てれば、領地や社会的地位

といった家
か
督
とく
の相

そうぞくけん
続権が弟に移るということ。目

先の利益を取るか、法華経の信仰を貫
つらぬ
くか。動

どうよう
揺

する弟・宗長を厳
きび
しくも温かく励

はげ
まされているの

が本
ほん
抄
しょう
です。

　今回の御
ご
文
もん
では、季節の変わり目や潮

しお
の満ち引

きの時に、これまでにない変化が起こるように、
凡
ぼん
夫
ぷ
が仏になる時は必ず三

さん
障
しょう
四
し ま
魔が競い起こると

教えられているよ。三障四魔とは、真
ま じ め
面目に信心

に励む人を邪
じゃ
魔
ま
しようとするはたらきのこと。三

障四魔に対して、恐
おそ
れるのではなく、立ち向かう

ことが大切であると教えられています。
　例えば、お題目に挑戦しながら、テストに向け
て一

いっ
生
しょう
懸
けんめい
命勉強したのに、思うような結果が出ず、

勉強やお題目がおろそかになってしまうことがあ
るかもしれない。そこで努力をやめてはいけない、
ということなんだ。信心は、決してあきらめない
強い生き方をつかむためのもの。お題目をあげて、
大変な時に頑

がん
張
ば
れる自分になっていきたいね！

　池田先生は教えています。
　「青春は皆

みな
、試練がある。しかし、苦しいことが

あっても、断じて弱気にはならない。『楽しく乗
の
り

越
こ
えよう！』と自分を励

はげ
まし、師

し し
子王

おう
の心で立ち

向かえば必ず道は開けます。そして、何者にも負
けない人格が鍛

きた
えられていくのです」

　悩
なや
みや課題を「レベルアップするチャンス」と

捉
とら
えて、楽しみながら進んでいこう！


